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発刊にあたって  

 

 新型コロナウイルス感染症の拡大が続き，未だ収束の兆しは見えない状況ですが，

社会は徐々に「ウィズコロナ」「アフターコロナ」を見据えた活動再開期に移行し

ています。今年度に入り，学校教育・社会教育ともに感染予防に十分配慮しながら，

少しずつ人と人とが触れ合う活動が行われるようになり，児童生徒や地域住民の皆

様の笑顔あふれる姿が見られるようになってきました。その一方で，社会全体のデ

ジタル化が進められる中，新たな学びの形と，これまで培ってきた直接体験で得ら

れる学びの形を融合・深化させることが，多様な学びの実現につながっていくもの

と思われます。 

このように新たな時代への変化が求められる状況の中，大河原管内２市７町教育

委員会と仙南地域広域行政事務組合教育委員会，管内各小・中学校の皆様におかれ

ましては，日頃より学校教育活動及び地域学校協働活動の推進に御尽力いただいて

おりますことに感謝申し上げます。また，各市町における確かな実践を御紹介いた

だき「地域学校協働活動実践事例集」が発刊できましたこと，大変喜ばしく思いま

す。 

２０２１年１月に中央教育審議会は，２０２０年代をとおして実現を目指す「令

和の日本型学校教育」のあり方として，「個別最適な学びの実現」と「協働的な学

びの実現」という２つの柱を示しました。これらは学校教育のみならず，生涯学習

全体を通じて大切にされるべきものであり，社会教育の中で語られる「ウェルビー

イング」や「共生社会の実現」，「障害者の生涯学習充実のための地域コンソーシ

アムの設立」などの新たな動きにも通底する考えです。一人一人の学びを大切にし，

多様な人々とともに豊かな学習を展開するためには，学校と地域社会がより一層手

を取り合い，互いをパートナーとして連携・協働する必要があります。 

「地域学校協働活動」とは，地域の様々な立場の住民が参画し，学校を含めた地

域全体で子供たちの学びや成長を支える活動です。その中で最も大事にしていきた

いことは，多様な「ひと」「もの」「こと」との出会いです。この「地域学校協働活

動実践事例集」には，各市町教育委員会と仙南地域広域行政事務組合教育委員会が

取り組んでいる事業実践の事例や，各学校が実践している地域と連携した教育活動

の様子を掲載しています。管内における多様な「ひと」「もの」「こと」との出会い

が数多くまとめられておりますので，ぜひ御高覧いただくとともに，今後の活動の

参考にしていただければ幸いです。  

 結びに，本冊子を発刊するに当たりまして，御協力をいただきました管内各教育

委員会の皆様及び関係各位に心より感謝を申し上げ，発刊の言葉といたします。 

 

    令和５年３月   

                                       宮城県大河原教育事務所 

                                        所 長  髙橋 紳一郎 



 

 

 

 
 

発刊にあたって  ・・・・・・・ 大河原教育事務所長 
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１ 今年度の事業への取組について 

平成 24年度より家庭教育支援活動・学校教育支援活動・地域活動を中心に白石市協働教育推進事業

を推進してきた。平成 29年度より市の「放課後子ども総合プラン」に基づき「子どものため」「共に

学び育つ（パートナーシップ）」をコンセプトに市民による市民のための地域学校協働活動として着

実に成果をあげてきた。 

令和 2年 7月には，下記に示すとおり地域学校協働本部を設立して，地域の支援団体及び個人との

ネットワークの拡充を図り，より充実した活動を推進できるよう目指している。 

また，小原小中学校に学校運営協議会を設立し，地域と一体となった学校運営と支援体制が整い，

より充実した支援が可能となった。 

さらに，今年度の重点事業として，講話ボランティアのデータベース化及び学校と支援者間の関係

性の強化を図るための交流や広報活動を推進してきた。 

２ 地域学校協働本部について 

 令和 2年 7月に白石市地域学校協働本部を設立した。 

 本部には，本部長，副本部長，統括コーディネーター，地域コーディネーター（4名），推進員（12名）

地域連携担当者（各学校 1名）を置き，さらに，各単位 PTAやまちづくり協議会等にも連携担当者を置

きネットワークの充実を図ってきた。 

 また，ボランティア単独の組織として「読み聞かせの会」のほか，新たに「登山ボランティアの会」，

「スキーボランティアの会」を設立した。今後「浄書の会（仮称）」等の設立を目指している。 

３ 事業紹介 

（１）家庭教育支援 

事 業 名 内    容 備    考 

しろいし家庭教育支援 

チーム主催事業 

 

「親の学びのプログラム」

出前講座 

しろいし家庭教育支援チーム「ペアレント

らん」が講師となり，小学校で行われる一

日入学説明会等の機会を活用し，未就学児

の保護者向けに，また中学生には家庭科の

授業の中で出前講座を実施した。 

・未就学児保護者対象 

テーマ「子どもが小学校へ入学」 

・中学生対象 

テーマ「親になるということ 

～こんにちは！赤ちゃん～」 

実施校 5校 

○未就学児保護者対象 

・大鷹沢小学校 

・福岡小学校 

・深谷小学校  

○中学生対象 

・白石中学校 

・小原中学校 

学ぶ土台づくり親の学び

研修会 

※宮城県主催・市教委共催

事業 

保育園，幼稚園の保護者を対象に，講師に

よる講話を実施した。 

実施園 3園 

・白石みのり保育園 

・白石はるかぜ保育園 

・白石市第二幼稚園 

子育て応援 

ハッピータイム 

親子ヨガ，ムーブメント活動等の親向けの

ワークショップを開催。同世代の子を持つ

親同士の交流を図りながら，子育ての不安

や悩みを解消し，親の学びに繋がってい

る。 

会場：中央公民館 

0～1歳児クラス：10回 

2歳児以上クラス：10回 

 

白 石 市 の 地 域 学 校 協 働 活 動 
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（２）地域活動支援 

事 業 名 内      容 備  考 

わんぱく教室 

体験学習などを通じて，青少年の健全育成を図るととも

に，個々の創造性や集団での協調性，自主性を養成し生

活力を身に付ける活動を行っている。今年度も地域の

方々の協力を得て，交流が深まる活動を行った。 

【通年開催】ジュニア･リーダーと遊ぼう・わんぱく大冒

険キャンプ・わんぱく食育教室・わんぱくお天気防災教

室・わんぱく農業体験・わんぱくリサイクル教室・わん

ぱくクリスマス会 

市内小学５・６年生

対象（申込者 20 名） 

中央公民館・市内

畑・蔵王自然の家ほ

か 

第４５回 

こどもまつり 

野外活動・レクリエーション等を通して青少年の豊かな

人間形成と相互の親睦交流を図る。シャボン玉・ペット

ボトルボウリング・人形劇・丸太切り体験等の遊びコー

ナーあり。  

 

主催：白石市子ども

まつり実行委員会・

白石市・白石市教育

委員会 

※新型コロナウイ

ルスの影響により

中止 

ジュニア・リーダー

研修及び派遣事業 

Ｊ・Ｌを対象に，子ども会の指導者としての知識や技術

の習得を目指す。各地区の子ども会や児童館等の要望に

応じゲームやレクダンス等をとおしての青少年の健全

育成を図る。 

会場：中央公民館・

南蔵王野営場・各地

区子ども会等 

第３０回白石市生涯

学習フェスティバル

事業 

市民総参加による事業を通年にわたり積極的に展開し，

市民が生涯学習に接する機会を広く設け，「ひとづくり」

「まちづくり」の推進を目的として行う。 

・ベガルタ仙台サッカー＆ルール教室・白石城及び武家

屋敷周辺に“白石を詠む”・新春囲碁・将棋大会・公民館

まつり他 

主催：白石市生涯学

習フェスティバル

実行委員会 

会場：中央公民館・

ホワイトキューブ・

白石市内小中学校・

白石城・武家屋敷他 

「家庭の日」 

推進事業 

地域全体で家庭のもつ役割の重要性を再認識し，青少年

の健全育成と非行防止の啓発を図る。毎月第三日曜日を

「家庭の日」と定め推進。市内小中学生対象に絵画・ポ

スターを募集し作品展開催。入選作品で啓発ポスターを

作成。 

主催：生涯学習課・

青少年のための白

石市民会議 

 

  
【親の学びのプログラム出前講座】      【わんぱく教室 お天気・防災教室】     

 



 

 

 

 
 －白教委 3－ 

 
  

（３）学校教育支援 

事業名 内 容 備 考 

１ 学校支援ボランティア

派遣 

（１）登下校安全指導 

（２）部活動等の指導 

 

（３）自然体験活動 

（４）防災活動 

（５）環境整備 

（６）図書・読み聞かせ 

 

 

（７）学習支援 

 

 

（８）地域理解 

 

 

 

（９）キャリア教育 

 

（１０）行事 

（１１）その他 

学校からの支援要請に応じて，ボランティア

を派遣する。 

通年から月１程度，登下校時に小学校で実施 

中学校で卓球，柔道，剣道等の指導 

茶道クラブ・科学クラブの指導 

登山 8小中学校・スキー4小中学校 

地域の消防団と協働し，放水・消火器体験 

除草作業・校内清掃・EM菌の活用 

読み聞かせは，週 1から月１程度 

図書の整理から図書の案内・掲示等 

 

家庭科支援（調理実習等）・水泳の指導 

英語活動支援・稲作体験活動 

着付け教室・福祉体験活動 

伝統文化体験（能楽堂での日本舞踊・茶

道）和太鼓活動 

地域探訪（逆さケヤキ） 

白石和紙作り・講話・こけし絵付け体験 

職場体験前に職業人による講話講師の派遣 

講師等のデータベースの作成 

運動会・クリスマス会・豆まき等 

賞状の浄書等・ベルマーク整理 

 

 

白一小，白二小，越河小 

白石中，東中，福岡中 

白一小コロナ終息後 

 

大鷹沢小等 

PTA活動等も含む 

白一小，白二小，福岡小 

大鷹沢小，白川小，小原

小中，越河小，深谷小 

白一小，大平小，深谷小 

可能な範囲で実施 

東中 

全小学校 

福中，大鷹沢小，小原小 

大平小 

大鷹沢小，小原小中 

白石中，東中 

講話者募集中 

第二幼稚園 

 

２ 職場体験関係 

 

中学校職場体験学習にあたり，市内事業所

の受け入れ先リストの作成，新規の開拓，

コロナ禍により受け入れの確認 

全中学校（2学年）  

※コロナ禍により可能な

範囲で実施 

３ 研修活動 

 

地域学校協働活動研修会・講演・情報交換 

登山ボランティア研修会（南蔵王縦走 6月 4

日実施） 

12月 8日開催 50名参加 

ボランティア 10名参加 

４ 広報活動 

 

広報誌「清流」の発行 地域活動の紹介 

 

幼小中に配布 

自治会を通して回覧 

５ 学び支援活動 中 3学力アップ講座（毎週土曜日） 

ボランティア 4名        

中央公民館で 24回実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【広報誌 清流】    【R4年 5月登山ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ表彰式】  【R4年 12月研修・情報交換会】    
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（４）放課後子ども教室 

事業名 内 容 備 考 

放課後子ども教室 

放課後や週末等に小学校の余裕教室や公的

な施設等を活用して，子供たちの安心・安全

な活動拠点（居場所）を設けた。子供たちを

地域社会の中で心豊かで健やかに育むこと

を目標に，地域住民の参画を得て様々な体験

活動や交流活動等を実施した。 

自由遊び・伝統行事体験・軽運動・絵本

紙芝居等の読み聞かせ・運動遊び（ムー

ブメント活動）・造形活動・手作りゲーム 

他 

会場：各小学校の体育館や

多目的室，地区公民館 

実施学校 

白一小（児童クラブ一体型） 

白二小（児童クラブ連携型） 

越河小 

 

放課後子ども教室 

スタッフ合同研修会 

スタッフの人材育成のため研修会を行うと

ともに，悩みや課題の共有をするため情報交

換会を年２回程度実施している。 

昨年度に引き続き，研修会において，コロナ

対策方法等の共有を行った。 

会場：中央公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【白石第一小学校 放課後子ども教室】     【白石第二小学校 放課後子ども教室】 

４ 成果と課題  

（１）成果 

 家庭教育支援については，今年度も「親の学びのプログラム」出前講座や「子育て応援ハッピータイ

ム」を開催することで，将来親になる中学生への学び支援や親同士の交流を通して子育ての不安や悩み

を解消するなど，親の学びに繋げることができた。 

 地域活動支援については，小学５・６年生を対象に「わんぱく教室」を開催するなど，様々な体験学

習を通じて個々の創造性や協調性，自主性を育み，世代間の交流を深めることができた。 

 学校教育支援については，学校支援ボランティアや連携担当者等を対象に「研修・情報交換会」を開

催し，地域課題や推進の方針等について共通の理解を図ることができた。 

 放課後子ども教室については，地域住民の参画を得ながら様々な体験活動や交流活動を実施し，子供

たちの安心・安全な活動拠点を設けることができた。また，地域住民の参画により，地域の活性化や生

きがいづくりに繋げることができた。 

（２）課題 

ボランティアの高齢化による後継者不足やコロナ禍による活動の制限など課題はあるが，引き続き学

校や支援者相互の理解の下，地域学校協働活動を推進していきたい。また，地域資源をより一層生かし

た文化の発展や伝承に努めるため，地域学校協働活動の啓発活動とともに，支援者と学校との信頼関係

の醸成を図るなど，地域学校協働本部や各種団体と連携・協力した支援体制の充実を図っていきたい。 



 

 

 

○市町名  白石市 

 

○学校名  白石市立深谷小学校 

       第５・6 学年 12 名 

 

○期 日  令和４年９月 27 日（火） 

 

○内 容 

 ・総合的な学習の時間として，郷土の先人の思

いや伝統文化の良さに触れ，郷土のすばらし

さに対する思いを深めるとともに，シビック

プライドにつながる未来の担い手，伝承者と

しての誇りと自発性を育むことをねらいと

した活動。 

 

○主な活動計画 

  ９月２７日（火）深谷神明神楽の体験学習① 

 １０月２２日（土）学習発表会での演舞 

 １１月１１日（金）深谷神明神楽の体験学習② 

 １２月 １日（木）山元町立坂元小学校との 

神楽交流会 

（白石市古典伝承の館 

碧水園にて実施） 

 

○講 師 

深谷神明神楽保存会 

  日下 秀雄 氏     大野 保男 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童の声 

学習発表会で演じる神楽のために，神楽保存

会の方々に一つ一つの動きのポイントを教え

ていただきました。私の学習発表会での目標は，

細かい動きでも心をこめて完璧に踊ることで

す。その細かい動きを保存会の方々は丁寧に教

えてくれました。私は，一緒に踊る相手と動き

をそろえることに気を付けたいです。教えても

らったことを生かし，見ている人の心に響くよ

うな神楽にしたいです。 

（５年 片平 真歩さん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神楽保存会の方々との練習は 1年ぶりだった

ので，日下さんや大野さんにも１年ぶりに会い

ました。昨年は初めてだったのでできるのか不

安でしたが，保存会のみなさんと練習をしたら

踊ることができました。でも神楽に対する思い

はあまり入っていなかったので，今年は神楽に

ついてよく知り，本番までにしっかり思いを込

めて練習をして，神楽に対する思いや気持ちも

見ている人に伝えられるよう頑張りたいです。 

（６年 片平 琉騎亜さん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

白石市 白石市立深谷小学校 「深谷地区に伝わる神明神楽の体験学習」 



 

ぼくは久しぶりに練習をして，覚えているか

少し不安だったけれど，みんな覚えていたので，

あとは細かいところを直すだけだと思いまし

た。これからみんなと一緒に協力をして，掛け

声を言わなくても全員同じように動けるよう

に，頑張りたいと思います。 

（６年 髙野 快晴さん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久しぶりに神楽をして，体のあちこちが疲れ

たけれど，これから手を大きく上げるなどいろ

いろなことを教えてもらい，完成度を高めてい

きたいと思いました。細かいところなどもしっ

かり完璧にできるように，頑張って神楽に取り

組みたいです。 

（6 年 鎌田 未来さん） 

 

私が神楽を教えてもらって約 1年が経ちまし

た。踊れるか不安でしたが，神楽保存会の日下

さんと大野さんが教えてくださったので，その

不安もなくなり，自信を持って踊れました。今

年も踊ることになって，あらためて神楽をどう

伝えていくべきなのかを考え，６年生としてし

っかり真剣に自信を持って踊れるように努力

をして，発表会では頑張りたいと思います。 

（６年 大槻 夏海さん） 

 

○講師から 

 深谷神明神楽は，戦後間もない時期に，当時，

深谷地区の若者が白石鷹巣神楽を習得し，この深

谷に伝えました。それから数十年が経ち，一時活

動を中断しましたが，今は深谷小学校の子供たち

がこの深谷神明神楽を伝承していただけるのは

本当にありがたいことです。子供たちも，日本の

伝統ある神楽を通して，神話や由来等を学ぶこと

で日本人の「心」を学ぶ機会が出来ることは非常

によいことだと思います。神楽を通し，深谷地区

の風土と誇りを学んでもらえるように，これから

も，私たち深谷神明神楽保存会は協力していきた

いと思います。 

深谷神明神楽保存会 日下 秀雄 氏 

 

○教職員の声 

深谷小学校の 5年生が代々踊り継いできた深谷

神明神楽。今年度は 5 年生が 1 名ということもあ

り，５・６年生１２名で踊ります。当日は，神楽

保存会から 2 名の方に来ていただいて，曲の始め

から細やかに踊り方を教えていただきました。昨

年度に一度踊っているとはいえ，神楽独特の体の

使い方や道具の動かし方など，子供たちはさらに

美しく踊るために真剣に見ていました。１２月に

は白石市古典伝承の館碧水園で，山元町立坂元小

学校との神楽交流会も予定されています。踊りの

披露と共に，地域の方々の神楽に対する思いも伝

えられればと思います。今後も神楽保存会の方た

ちとのつながりを大事に，子供たちとともに取り

組んでいきます。ご指導くださった神楽保存会の

方々に，深く感謝申し上げます。 

５・６年担任 高野 知子 先生  

 

○教育事務所から 

学校が核となり，地域に残る伝統文化の継承を

未来へとつなげていく取組は，踊り方だけでなく，

地域の方の思いや願いも着実に子供たちへと引

き継ぐことができる素晴らしい活動でした。発表

会や交流会で，多くの人の心を動かす神楽が演じ

られることを期待しております。 



－角教委１－ 

 

 

 

１ 今年度の事業への取組について 

  地域学校協働本部の令和５年度設置に向けて，今年度は地域・家庭・学校が相互に連携して子供を

育てるネットワークの構築及び学校教育支援の体制整備に注力して事業を展開してきた。 

 

２ 地域学校協働本部について 

  今年度は，「地域学校協働活動ネットワーク会議・研修会」を７月と１２月に開催した。その構成メ

ンバーは以下のとおりである。また，本事業の更なる推進を図るため，今年度から地域学校協働活動教

育推進員（コーディネーター）を生涯学習課内に１名配置した。 

 

  

 

 

 

３ 事業紹介 

（１）家庭教育支援 

事 業 名 内   容 備   考 

「ふぁみふぁみ」 

（家庭教育支援事業） 

 活動をとおして親子の愛着形成を

促進するとともに子育てについて「気

づき」を得られるような場を提供す

る。（全４回） 

①「まっくらやみの宝さがし」 

  内容：親子防災教室等 

②「おひるねアートとフルーツサン

ドでおしゃれカフェ」 

  内容：仙台大学柴田教授の講話

と写真撮影会 

③リトミック（１回目） 

④リトミック（２回目） 

【対象】未就学児とその保護者 

【会場】角田市スポーツ交流館 

角田市市民センター 

    （和室・談話室等） 

【参加人数】 

    ①３４名 

    ②５０名 

    ③３７名 

    ④２３名 

 

家庭教育学級 

 

 

 市内保育施設で行われる，子供の基

本的なしつけや親の役割等の学習に

対し支援を行う。 

【対象】未就学児とその保護者 

【会場】市内保育施設（全６施設） 

 

 

 

 

 

 

 

 【 ふぁみふぁみ（ 「おひるねアートとフルーツサンドでおしゃれカフェ」 ／ リトミック ） 】 

】 

【講話】 

＜角田市地域学校協働活動ネットワーク会議・研修会の構成メンバー＞ 

・各小・中学校の校長及び地域連携担当教職員 ・各校ＰＴＡ会長 ・市子ども会育成会会長 

・各行政区自治センター長 ・各行政区地域振興協議会会長 ・教育委員会 ・まちづくり政策課 

角 田 市 の 地 域 学 校 協 働 活 動 



－角教委２－ 

（２）地域活動支援 

事 業 名 内   容 備   考 

ジュニア・リーダーの 

育成 

 

 

 

 

 

 

 子ども会活動に必要な心構えや子

供への接し方，ファシリテーションの

仕方等について学習するとともに活

動をとおしてリーダーを育成する。 

①定例会（年１０回） 

②「宇宙っ子まつり」への企画参加 

 ・ステージ発表  

・紙コップロケットづくり 

③ジュニア・リーダー自主研修会 

④パフとあそぼう会（６月，１２月） 

 小学生の希望者を対象に異年齢の

集団での遊びを教えている。 

⑤インリーダー研修会 

各地区の子ども会育成会の要請を

受けて，子ども会活動のリーダーを

育成するために実施。 

⑥角田市子どもフェスティバル参加 

 ・紙コップロケットづくり 

⑦角田駅前マルシェへの参加 

 ・自治センター企画イベントに参加 

 ・プラバンづくり等 

⑧ジュニア・リーダー初級研修会 

ジュニア・リーダー初級者としての

研修を行い，資質向上を図る。 

※角田市ジュニア・リーダーの愛称 

「パフ・ボランティア・サークル」 

 

 

①【会場】角田市市民センター 

②【会場】台山公園 

【参加児童】約１２０名 

 

③【会場】南蔵王野営場 

④【会場】角田市スポーツ交流館 

【参加児童】約５０名 

 

⑤ ２地区の子ども会育成会から

要請があったが，新型コロナウイ

ルスの影響により中止 

 

⑥【会場】角田市市民センター 

【参加児童】１４８名 

⑦【会場】角田駅前広場 

 【参加幼児・児童】１００名 

 

⑧【会場】角田市スポーツ交流館 

【対象】市内の小学６年生， 

中学生              

角田祭ばやし講習会 郷土芸能の伝承発展と子供の情操

を養うために，角田自治センターと角

田祭ばやし保存会が連携して全８回

の日程で実施している。今年度は８月

の「かくだ牟宇姫夏まつり」で地域の

方々に演奏を披露した。 

【主催】角田自治センター 

【会場】角田田園ホール 

【対象】角田地区の児童生徒 

【参加児童生徒】 １９名 

                

 

 

 

 

 

 

                
 

 

 

 

【 ジュニア・リーダー（ 自主研修会 ／ パフと遊ぼう会 ） 】 【 角田祭ばやし講習会 】 



－角教委３－ 

（３）学校教育支援 

事 業 名 内   容 備   考 

本の読み聞かせ 業前活動の読書タイム（10分間）

に読み聞かせボランティアによる児

童への本の読み聞かせを行った。 

【会場】枝野小学校 

【回数】６月～２月 月１回 

【対象】第１学年～第３学年児童 

読み聞かせボランティア３名 

学習活動支援（国語） 

書きぞめ学習支援 

 

 書きぞめボランティアによる毛筆

学習の指導や指導補助を行った。 

 今年度は市内の２校に学習支援を

行った。 

【実施校】北郷小学校，角田中学校 

【時期】 １２月上旬～中旬 

【対象】 

小学校：第４学年～第６学年 

   中学校：第１学年 

学習活動支援（社会） 

 戦争体験講話 

 学校支援ボランティアの方が「戦争

体験の記憶と平和について」という演

題で講話を行った。 

【実施校】角田小学校，桜小学校 

【対象】 第６学年児童 

 

学習活動支援 

（社会・総合） 

環境学習「水道教室」 

 第４学年の社会及び理科の授業の

として，「水はどこからきているのか，

きれいな水を作るには」という課題で

講話と実験を行った。また，大学教授

等を講師に，川の水質と生き物調査を

行った。 

【実施校】枝野小学校 

【対象】 第４学年児童 

【講師】 地域住民，大学教授 

 あぶくま川水系角田土地改良区

の職員 

学習活動支援 

（クラブ活動） 

地域伝統芸能継承 

 地域に伝わる伝統芸能に触れ，その

良さを味わうクラブ活動に地域の

方々が講師となって児童に指導した。 

【実施校】藤尾小学校 

【対象】 第４学年～第６学年 

【講師】 角田市文化財保護員ほか 

キャリア教育の支援 

職場体験活動 

職業人講話 

①職場体験活動受入れ事業所の紹介 

    

  

②職業人講話の講師依頼と連絡調整 

 

 

③「職業人の話を聞く会」の講師選定・

講師依頼及び連絡調整 

①【実施校】北角田中学校 

【対象】 第２学年生徒７０名 

【事業所】市内２８事業所 

②【実施校】角田中学校第２学年 

 【対象】 第２学年生徒１８８名 

 【講師】 ５名 

③【実施校】北角田中学校 

 【対象】 第１学年生徒６５名 

 【講師】 １９名 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【 職業人講話 】 【 地域伝統芸能を学ぶ 】 【 読み聞かせ 】 



－角教委４－ 

（４）放課後子ども教室 

事 業 名 内   容 備   考 

放課後子ども教室  地域の方々の参画を得て，子供たち

とともに勉強やスポーツ・文化活動に

よる地域住民との交流を通じて，地域

の世代間交流及び地域活性化の一助

とする。 

①学習サポート（毎月曜日） 

②花植え，野菜づくり（５月） 

③夏休み子どもイベント（８月） 

④グランドゴルフ大会（８月） 

⑤料理教室（１１月） 

【主催】 

①～④：小田自治センター 

⑤：小田地区振興協議会 

【場所】小田自治センターほか 

【対象】地区民全般 

学習サポートへの参加児童１６名 

学習サポートボランティア４名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 放課後子ども教室 （ 学習サポート ／ 野菜づくり  ／  グランドゴルフ大会） 】 

（１）成果 

① 令和５年度の角田市地域学校協働本部の設置に向け，市内の小・中学校と地域（自治センター・

地区振興協議会）及び各校ＰＴＡ会長等を構成メンバーとした「ネットワーク会議・研修会」を

年２回開催し，学校・家庭・地域のネットワーク構築の土台づくりを図った。 

② 学校教育支援の充実に向けた「学校支援ボランティア」派遣体制の整備を図った。 

・「学校支援ボランティア」登録一覧を作成 

・書きぞめ学習補助や読み聞かせ，戦争体験の講話など学校支援ボランティアによる学校支援 

・職場体験・職業人講話などの受け入れ先事業所及び企業リストの作成 

 

（２）課題 

① 各校及び地域住民・保護者への地域学校協働活動の更なる啓発 

② 学校運営協議会の立ち上げを想定した地域学校協働本部体制の在り方の整理 

③ 家庭教育支援では，子育て世代の現状に合わせた講座内容の工夫とボランティアの人材開発 

④ 地域活動支援では，少年教室の充実とジュニア・リーダーの人材の募集 

⑤ 放課後子ども教室では，本市の実情を踏まえた放課後の居場所づくりの在り方の検討 



 

 

 

○市町名  角田市 

○学校名  角田市立藤尾小学校 

○期 日  令和４年９月２７日（火） 

○内 容  

クラブ活動「北根の田植え踊りをしよう」 

 ・地域に伝わる伝統芸能に触れ,その良さを

味わう。 

○地域の方々 

 宮城県文化財保護指導員・角田市文化財保護員 

小野 貴嗣 氏 

藤尾地区振興協議会町おこし委員会 

   芦名 秀夫 氏  赤坂 富夫 氏 

   荒川 博樹 氏 

 

○児童の声 

・地域伝統芸能クラブで太鼓や盆踊りをしてきま

した。その中で一番心に残っているのは,「北根

の田植え踊り」です。４年生のときは,６年生や

担当の小野さんなどにアドバイスをもらいな

がら練習してきました。５年生になってバラン

スよく踊れるようになり，すごくうれしかった

です。これまで続けて努力してきてよかったと

思いました。来年度は，統合して金津小になり

ますが，田植え踊りを忘れずに踊りたいです。 

          （５年 氏家 美空さん） 

 

・地域伝統芸能クラブに２年続けて入っています。

毎回，新しい学びがあります。「北根の田植え踊

り」では，足の出し方や扇子の動かし方など，

細かいところまで教えてもらえるので，とても

上達します。これからも地域の方々に教えても

らいながら，藤尾地区を盛り上げていきたいで

す。地域の方々,これからもよろしくお願いしま

す。        （５年 玉手 夏果さん） 

 

・地域伝統芸能クラブに入ってよかったと思った

ことがあります。それは地域の方々が学校に来

てくださって，横笛の吹き方や「北根の田植え 

 

 

踊り」を教えてくださったことです。とても楽

しかったです。横笛を吹くこつはまだつかめて

いませんが，もっと横笛の練習をして上手に吹

けるようになりたいです。そして，たくさんの

人に地域伝統芸能に興味を持ってもらい，広め

ていけるようになればいいと思います。 

          （４年 澤田 結衣さん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・私が地域伝統芸能クラブに入ろうと思ったきっ

かけは，昨年亡くなったひいおばあちゃんが，

昔，「北根の田植え踊り」を踊っていたからです。

はじめは，扇子の持ち方や動かし方が難しく大

変でしたが，練習を重ねるうちに少しずつでき

るようになりました。夏休みに地域のお祭りに

参加してたくさんの人に自分たちの踊りを見

てもらえたことがうれしかったです。 

この「北根の田植え踊り」は，過去に一度途

絶えてしまったそうですが，地域の方の手によ

って復活しました。私もこの踊りを受け継いで

いきたいと強く思いました。これからも「北根

の田植え踊り」を大切に踊り続けていきたいで

す。              （４年 土生 未結さん） 

            

○講師から 

 令和元年６月より，クラブ活動として藤尾地区

に伝わる伝統芸能を指導しています。プログラム

内容は以下のとおりです。 

１．藤尾盆踊り  

 お囃子の鑑賞と体験。主に和楽器（太鼓・打鉦）

角田市 角田市立藤尾小学校(クラブ活動) 「北根の田植え踊りをしよう」 



 

に触れる時間にしています。児童には，各々篠笛

を貸し出していて，自宅でも練習できるようにし

ており，クラブ内では発音の仕方や音色の確認を

しています。 

２．北根の田植え踊り 

 唄に合わせて踊りを練習しています。体の動作

だけでなく，扇子（左手）と鈴（右手）の所作を

教えています。練習の成果を夏まつりや地域の神

社の例祭，民族芸能大会にて披露してきました。 

３．伝承神楽（大谷神楽・金津神楽・藤田神楽） 

 お囃子の生演奏を聴いてもらっています。神楽

は 12 演目あり，難易度が高く１演目に 20 分～30

分を要するので，クラブでは映像を見ながら舞の

説明をしています。 

４．金津七夕（今年度から実施） 

 竿灯行列の際に唄う和歌「七夕のと渡る 舟の

梶の葉に いく秋かきつ 露のたまづさ」（詠人 

藤原 俊成）を合唱しています。 

 参加している児童は，動作を覚えるのが早く，

話も真剣に聞き質問にも即座に考えています。意

味が分かってくるにしたがい所作も良くなって

います。これらのプログラムで使用する道具類は，

各保存会の協力で実際の道具を使い，児童が一緒

に準備してくれるので高齢の伝承者も助けられ

ています。 

我々としても，同時に由来や意味を教えること

ができ，無形文化財の本質である，人から人へ言

葉で伝えることが，現在までこの地域に残されて

きた大切な文化であり，未来につながる機会を得

ています。来年４月からは隣の地区である枝野小

学校と統合して，新たに金津小学校が開校されま

すが，クラブが存続できるかは未だ不明です。幸

いなことに枝野地区には島田神楽があり，東日本

大震災をきっかけに大森太鼓を作って次の学年

へ繋いでいます。どの文化芸能にも伝承者がいて，

伝え残そうとする思いは一緒です。後継者となり

うる児童の人数も減ってきている中，その可能性

を信じて伝えていける環境を作ることが，現継承

者の務めと考えています。 

              （小野 貴嗣 氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教職員の声 

 藤尾小学校の地域伝統芸能クラブでは，藤尾地

区振興協議会町おこし委員会伝統芸能伝承グル

ープの皆さんにクラブ活動の時間に学校へ足を

運んでいただき，藤尾地区に伝わる「藤尾盆踊り」

や「北根の田植え踊り」などの伝統芸能を教えて

いただいています。 

 児童の中には，地域に伝わる踊りについて詳し

く知らない児童もいます。保存会の方が話をして

くださる地域の歴史やそれぞれの伝統芸能に込

められた願いについて，児童はじっと耳を傾けて

聞いています。また，地域の方のアドバイスを受

けながら一生懸命に太鼓や笛の演奏，踊りの練習

に熱心に取り組み，地域の伝統芸能に親しんでい

ました。 

クラブでの活動を通して，児童は昔から人との

つながりや自然の恵みを大切にしてきた自分た

ちの地域に誇りを持つことができているようで

す。また、このクラブ活動をきっかけに地域の行

事に参加する児童が増え，地域とのつながりがよ

り深くなってきたように感じます。 

 いつも温かく児童に指導してくださる保存会

の皆さんには感謝の気持ちでいっぱいです。あり

がとうございました。 

（橋本 七重 先生） 

 

○教育事務所から 

 地域の伝統や思いが子供たちにしっかりと引

き継がれ，地域への愛着を深めているすばらしい

活動でした。子供たちと地域の方が手を取り合い，

より良い地域づくりが続くことを期待します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

角田小 

 

 

 

 

 

 

枝野小 
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横倉小 

 

 

 

 

 

 

 

 



－蔵教委１－ 

 

 

１ 今年度の事業への取組について 

 蔵王町の地域学校協働活動では，地域・家庭・学校が連携し地域全体で子供を育てることを目的と

し事業を展開している。令和４年度は特に毛筆指導，蔵王町の歴史の講話などの学校教育支援に力を

入れた活動が主であった。 

また，家庭教育支援では子育てサポーターチーム「すまいるハート」の関係機関と連携した家庭教

育支援活動を行っており，コロナ禍においても託児の対応など積極的な活動を行っている。 

 

２ 地域学校協働本部について 

 現在，蔵王町には地域学校協働活動本部が設置されていないが，令和５年度よりコミュニティ・ス

クールが町内小中学校（計８校）に設置されることに伴い，本部の設置も検討している。地域コーデ

ィネーターについては２名が常勤で配置されている。 

 

３ 事業紹介 

（１）家庭教育支援 

事業名 内容 備考 

子育てサポーターチーム 
「すまいるハート」の
活動 

新型コロナウイルス感染症の影響などにより，自
粛していた活動を徐々に再開し，講演会時や他課
主催の事業における託児を行った。今年度は子育
てサポーターの活動周知のため，手書きのメッセ
ージカードを作成し，乳幼児健診の際に保護者に
渡した。 
ほか，県主催の研修会への参加（1回）とチー

ム内での定例会（6回）を行った。 

現在，27名の子育て
サポーターが登録。 

公民館講座 
「リフレッシュ♪ママカフェ」 

昨年度オンラインで開催したママカフェを例年 

どおりの対面で開催する。育児で毎日忙しい親 

にリフレッシュしてもらうと同時に学びの場を 

提供し，その間子育てサポーターは託児を行って 

いる。 

2～3月に開催予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子育てサポーターの活動】 

蔵 王 町 の 地 域 学 校 協 働 活 動 



－蔵教委２－ 

（２）地域活動支援 

事 業 名 内    容 備    考 

ジュニア・リーダー 

事業・研修会 

地域子ども会活動の支援及び地域活動の

活性化を目指し，中高校生を対象に研修

会を実施し，次世代リーダーとしての知

識や技術の習得を目指す。 

イ）初級研修会 

【期日】6月 25日（土）～26日(日) 

【会場】松島自然の家 

ロ）子ども会活動や地域活動の支援 

町育成会との連携。 

登録者：高校生 60名/中学生 29名 

イ）子どもの理解，ジュニア・リ

ーダーの役割について学び，

必要な基礎知識や技術の習得

を目指す。 

ロ）町内 5つの支部が各地区児童

館を拠点に児童厚生員の指導

のもと地域活動に参画。 

インリーダー研修会 

（中止） 

小学 4～6年生を対象に子ども会リーダー

としての知識や技術の習得を目指す。 

【期日】8月 10日(水)～11日（木） 

【会場】松島自然の家 

【内容】レクリエーション，海遊びほか 

町育成会との連携。 

世代間交流事業 

各種団体等と共催し，広い世代の参加を 

呼びかけ，交流を深める取組を実施。 

（開催） 

円田地区モルック大会 

【期日】11月 27日(日) 

【会場】蔵王町立円田小学校 体育館 

【参加】38名 

（中止） 

円田地区凧作り教室，円田地区凧あげ 

大会，永野地区ふるさと伝承教室 

地区公民館・育成会・母親クラ

ブ・ＰＴＡ等と共催。 

 

蔵王町子ども会大会 

子ども会会員，ジュニア・リーダー，成

人指導者が共通の体験活動を通して，交

流と親睦を深める。 

【期日】10月 30日(日) 

【会場】蔵王町ふるさと文化会館 

【内容】ニュースポーツ大会 

町育成会との連携。 

ざおうっ子伝承芸能 

発表会 

民俗芸能について理解を深めるととも

に，会員相互の交流と親睦を深める。 

【期日】11月 6日(日) 

【会場】蔵王町ふるさと文化会館 

【参加】約 54名 

蔵王町子ども伝承・創作芸能推進

協議会との連携。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ジュニア・リーダー活動】  【円田地区モルック大会】    【伝承芸能発表会】 

 



－蔵教委３－ 

（３）学校教育支援 

事 業 名 内    容 備    考 

本の読み聞かせ 

本好きな子供に育ってほしいという願い

を込めて実施。読み聞かせをとおして，

本との出会い，友達との共通体験を得る

ことができる。 

町内全小学校で月 1回～2回程

度，読み聞かせボランティアを

中心に活動。 

【実績】（12月末現在） 

支援件数：36件 

支援者数：延べ 142名 

登下校指導・見守り 

小学生登下校時に，児童が安全に登下校

できるよう指導見守りを行う。 

町内 2校（円田小学校，宮小学

校）区で実施。 

【実績】（12月末現在） 

支援件数：241件 

支援者数：延べ 763名 

学習支援活動 

町内の小中学校における学習支援（指

導・補助）を行う。 

【国語】毛筆指導，蔵王町に伝わる昔話 

【社会】蔵王町の歴史について，蔵王町

の産業について，蔵王町の公共施

設について 

【理科】流れる水のはたらき，地層の学習 

【総合的な学習ほか】 

福祉体験，地域を知る学習，田

植えの学習，稲刈り，防災教

室，さといもの植え付け栽培，

熊の学習，施設見学ほか 

町内全小中学校にて実施。 

【実績】（12月末現在） 

支援件数：44件 

支援者数：延べ 103名 

校外活動支援 

町内の小中学校における校外学習の支援

（指導・補助）を行う。 

登山指導 ほか 

町内全小中学校にて実施。 

【実績】（12月末現在） 

支援件数：6件 

支援者数：延べ 8名 

キャリア教育 

中学生が町内の事業所等において職場体験

を実施するに際し，事前学習として「マナ

ー講座」，「キャリアセミナー」を実施。社

会人との関わりを持つことで，将来の自分

を深く考えるきっかけをつくる。 

町内中学校で実施。 

   

 

 

 

 

 

 

 

【田植えの学習】     【キャリアセミナー】     【福祉体験】 

  



－蔵教委４－ 

（４）放課後子ども教室 

事 業 名 内    容 備    考 

宮地区 

放課後子ども教室 

放課後児童クラブと連携し，児童の安全

安心な活動拠点（居場所）を設けると共

に，地域ボランティアからの協力を得て

体験活動を提供している。 

【内容】ペットボトルのキャップを使用

した工作活動やゲーム大会 

宮地区公民館で 1月に実施予定 

 

４ 成果と課題 

（１） 成果 

家庭教育支援では，子育てサポーターの活動周知のためにメッセージカードを作成し，乳幼児

健診の際に保護者に渡した。育児の辛いことやストレスを一人で溜め込まないように，子育てサ

ポーターという身近な存在が活動していることを知ってもらう良い機会となった。 

地域活動支援では，行事をとおして世代間の交流を促すことができた。また，ジュニア・リー

ダー活動においては感染症の影響で活動を見合わせていた時期もあったが，対策を講じながら体

験活動や創作活動を実施。意欲的に活動に取り組む姿が見られた。 

学校教育支援，放課後子ども教室では，多種多様な技能を持ち合わせたボランティアバンク

「ざおうっ子応援団」の登録者を数多く活用し，子供たちの「学ぶ意欲」向上と，地域住民と子

供が繋がる橋渡し役を担うことができた。 

活動に携わるボランティアの方々は，自分の知識や特技を生かし，子供たちや地域に必要とさ

れること，感謝されることに大きな喜びと生きがいを感じている。 

 

（２）課題 

家庭教育支援では，子育てサポーターが主体となる能動的な家庭教育支援を実践できるようサ

ポートしていくことが重要だと考える。また，子育てサポーターの活動意欲を維持するための取

組も必要になる。家庭教育全般における情報の発信等も今後の課題である。 

地域活動支援では，子ども会活動などをはじめとした地域の取組が衰退傾向にある。人材の育

成と同時にその人材が活躍できる仕組み・枠組みの構築が必要であるとともに，必要課題だけで

なく，欲求課題を満たすことができる活動を検討していく必要がある。 

学校教育支援では，現在依頼するボランティアに偏りがあるため，特定の人材だけができる活

動ではなく，より幅広い人材が活躍できる活動を地域・家庭・学校の連携により考えていきた

い。さらに，ざおうっ子応援団に登録しているボランティアの方々の活動における意識の共有や

個人の資質の向上のための研修会を行い，より質の高い支援活動を行っていきたい。 

放課後子ども教室は，年間に行っている回数の少なさと開催地域に偏りがある。放課後児童ク

ラブと連携を取りながら今後の開催地域，時期，内容を考えていきたい。 

全体的に見るとどの活動でも各々に課題があるが，共通していることは，現状で満足せず少し

ずつ変化を加えながら取り組んでいく必要があることだと考える。 

 



 

 

 

○市町名  蔵王町 

 

○学校名  蔵王町立遠刈田中学校 

       第２学年 １７名 

 

○期 日  令和４年８月３１日（水） 

 

○内 容 ・総合的な学習の時間として，職場体

験学習に向けての心構えや，目上の

人に対する礼儀や接客マナー等につ

いて学ぶ「マナー講座」を実施する。 

  

○講 師 

アクティブリゾーツ宮城蔵王  

フロント担当 主任 小熊 広海 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒の声 

第一印象は６秒で決まり，変わるまで６か月か

かるということが分かりました。 

 挨拶は，敬礼・普通・会釈で角度がかわること

を学びました。私は，挨拶を会釈でしていたので，

「普通」の 30 度の角度を意識していきたいと思

いました。初対面の人には「１・２，１・２，１・

２・３（体を倒す，制止，体を起こす）」を，意識

したいと思いました。社会人になっても使ってい

きたいです。 

 身だしなみや動作をしっかりして，マナーを守

って職場体験に参加したいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一印象をあたえる場面や場所，礼のタイミン

グや角度について学びました。 

 普段，何気なく聞いたことはあるけれど，詳し

く教えていただくのは今回が初めてでした。今後

の人生でも役に立つようなことばかりだったの

で，大切にしていきたいです。 

 今回習ったことを心掛けて，職場体験先でも頼

ってもらえるように頑張りたいです。 

 

ファッションと身だしなみの違いの話が印象

に残りました。「ファッションは自分のため，身だ

しなみは相手がいることを意識しながら」という

話は，今後の生活にも生かしていきたいです。 

 身だしなみや礼儀などに気を付け，良い第一印

象をもってもらえるように心掛けながら職場体

験に臨みたいです。 

 

今日のマナー講座では，ルールとマナーの違い

について教えてもらいました。 

 私は今まで，ホテルなどでよく目にする姿勢や， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蔵王町 蔵王町立遠刈田中学校(総合的な学習の時間)「マナー講座」 

 

 

 



 

 
 

その姿勢の意味などはよく分かりませんでした。

だけど，その姿勢のつくり方や意味を教えてもら

い，おじぎのポイントなどもよく分かりました。

挨拶をするときに，一度に細かいポイントをたく

さん意識しなければいけないことが分かり，大変

だなと思いました。 

 今日教えてもらったマナーや動作，身だしなみ

などを，来週の職場体験で生かし頑張りたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姿勢や礼の角度をあまり気にしたことがあり

ませんでした。他人が見ると「態度の善し悪し」

という風にとらえられるのだなということが分

かりました。 

 正しい礼の角度などを，今回の授業を通して学

ぶことができてよかったです。職場体験では，今

回教えてもらったことを生かしていきたいと思

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○講師から 

将来，社会に出てからはもちろんのこと，日常

生活においても，なぜマナーを守らなければいけ

ないのか？ なぜ大切なのかというところを，同

じ地域で働く先輩としてお話しさせていただき

ました。皆さん素直に真剣な姿勢で取り組んで下さ

り，私もいい刺激となりました。きっと職場体験を

通じてまた一回り成長されることと思います。 

 

○教職員の声 

普段は家庭と学校の中でだけ生活をしている

生徒たちですが，職場体験では学校を飛び出し，

社会の一員として働くことになります。 

 今回のマナー講座では，第一印象を決定する

「挨拶，動作，身だしなみ」の話をはじめとして，

表情やお辞儀の角度など，接客する上での基本的

な内容を丁寧に教えていただきました。挨拶の練

習では，はじめは声の小さかった生徒も，小熊先

生にアドバイスをもらいながら，徐々に大きく自

信を持った声で「いらっしゃいませ！」と言える

ようになっていました。 

 今回のマナー講座で教えてもらったことは，職

場体験学習だけでなく，生徒の今後の人生でも役

立てていけることだと思います。貴重なお話をい

ただきました講師の小熊先生に心からの感謝を

申し上げます。 

 

○教育事務所から 

中学生が社会に出て，「働く」とはどういうこ

とか，体験を通じて学ぶ職場体験学習は，学校の

中での学びと異なり，多くの実りが期待できる活

動です。地元である蔵王町で働く方から具体的な

接客マナーを学ぶことで，生徒の皆さんの意欲が

大いに高まった様子がうかがえました。すばらし

い職場体験学習になることを期待しています。 

（文責：大河原教育事務所生涯学習担当） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円田小 
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遠刈田小 

 

 

 

 

 

 

円田中 

 

 

 

 

 

 

 

 


